第（　１　）学年　　　　　　単元名　　どうぶつなぞなぞブックをつくろう！　　　　　　教材名　「　だれが　たべたのでしょう　」

◆指導と評価の計画
	単元を貫く言語活動
	次
	時
	めあてと学習活動　　　指導事項
	評価規準
	留意点等

	
	１
	１
	　

○学習の見通しを持つ。
１　担任が作成した「なぞなぞブック」の紹介を聞く。（二種類、食痕以外で）

２　教材文を使って、作成したことを知らせ、教材文を通読する。
３　（動物の生態の中で）どんな「なぞなぞブック」ができそうか考える。
４　「なぞなぞブック」を作るための手立てを考える
５　今日のまとめをする。
	・Ｃ⑴ア
	【関】　＜ノート・発言・観察＞

Ｂ動物に関心を持ち、なぞなぞを作ろうとしている。

Ａ目標を明確に持ち、なぞなぞを作ろうとしている。
Ｃへの手立て：まとめを書く視点を提示する。
	○なぞなぞブックは大きめに作る。
３の例）・食べたあと・ねかた・体のつくりなど
４の例）・本を読む・教科書を研究する
・図書館へ行く・みんなのなぞなぞをくっつける

	
	
	
	
	
	
	

	
	２
	２
	　

○教材文を読む。①
１　４つの文で構成されていることに気づく。

　　はじめの文　　問いの文　　答えの文　　説明の文
	◎Ｃ⑴イ
	【読】　＜ノート・発言・観察＞

Ｂ問いや答えの形式や、内容の順序に注意して読んでいる。

Ａ「はじめ」「問い」「答え」「説明」の4つの文の構成に気づいて読んでいる。
Ｃへの手立て：音読と視写をさせることで、内容の順序に気づかせる。
	○「問い」や「答え」の書き方を学んだり、内容の順序や文の構成に気づくことができれば、なぞなぞブックが作れるんだという目的意識や意欲を持たせながら教材文を読ませるようにする。

○「主語」と「述語」、「だれが、何を」等にも気づかせながら読ませる。

	
	
	３
	　

○教材文を読む。②

１　４つの前時の学習を振り返りながら、リスとむささびについて書かれてい

る文の構成を知り、文章の中の大事な文や言葉を書き抜く。
	
	
	

	
	
	４
	　

○教材文を読む。③

１　教材文を比較して読み、既習の説明文は「はじめ」「問い」「答え」「説明」

で構成されていることを確認し、書き方のルールを話し合う。
	
	【読】　＜ノート・発言・観察＞

Ｂ問いや答えの形式や、内容の順序に注意して読んでいる。

Ａ教材文の共通点に気づき、なぞなぞの書き方がわかる。

Ｃへの手立て：教材文のワークを与え、4つの文に分けさせる。
	○「だれが⇔ねずみが」「ねずみが→くるみを」等の対応する言葉に注意して読ませる。　　　○並行読書が進んでいない児童への手立てをする。

	
	　　　　　３
	５
	　

○なぞなぞの文を作る。

１　読んだ本の中から、なぞなぞの動物を決める。

２前時で決めた説目文のルールをもとに、自分のなぞなぞを作る。
	○Ｃ⑴カ
	【関】　＜ノート・発言・観察＞

Ｂ動物に関心を持ち、なぞなぞを作ろうとしている。

Ａ積極的に本を選び、なぞなぞを作ろうとしている。
Ｃへの手立て：担任と話し合いながら、本を選び、繰り返し読ませる。
	【言】　＜ノート・観察＞　　　　　　　　　　Ｂ文中の主述の関係に注意して読んでいる。　　　　　　　　Ａ主述の関係がわかっている。［伝・国］イ(カ)

	
	
	６
	　

○なぞなぞ大会をする。

１　自分の作ったなぞなぞの発表をする。

２　単元の振り返りをし、まとめをする。

　※各クラスの「なぞなぞブック」を掲示するコーナーを設置し、自由に見合う。
	・Ｃ⑴イ
	【読】　＜ノート・発言・観察＞

Ｂ単元の振り返りで、問いや答えの形式や、内容の順序に注意してまとめている。

Ａ「はじめ」「問い」「答え」「説明」の4つの文の構成に気づいてまとめている。
Ｃへの手立て：作ったなぞなぞで内容の順序に気づかせる。
	○単元の振り返りは「どんなことに注意すれば、説明文を書くことができますか？これまでの授業をふり返ってまとめてごらん」と発問して、自分の言葉でまとめさせるようにする。


どうぶつなぞなぞブックをつくるために、説明文の書き方のルールを決めよう！





⑵ウ　「どうぶつなぞなぞブック」をつくろう！





並行読書　　動物の生活の特徴や体の仕組みについて書かれている本を読もう





どうぶつなぞなぞブックをつくろう！





どうぶつなぞなぞブックをつくるために、りすとむささびについて書かれている文の研究をしよう！





どうぶつなぞなぞブックをつくるために、ねずみのことについて書かれている文の研究をしよう！





みんなでなぞなぞ大会をしよう！





どうぶつなぞなぞブックをつくろう！








